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序 文

鳥取市は海・山・大砂丘など豊かな自然環境に恵まれた山陰東部

の中核都市として発展してまいりました。現在市内には数多くの遺

跡が知られておりますが、全国的な近年の各種開発事業の増加とと

もにその取り扱いが重要課題となっております。もともと埋蔵文化

財は、先人の生活を知る上で欠くべからざるものと言われてまいり

ましたが、特に環日本海交流が叫ばれる今日、先人たちの知恵・交

流を窺い知ることは、これからの生活・交流等にかならずや役立つ

市民の貴重な財産となりましょう。このような認識のもと鳥取市教

育委員会では開発と文化財の共存を図るべく各関係機関の指導を得

るとともに市民の皆様の深いご理解をいただきながら埋蔵文化財調

査事業を進めております。

さてここに報古いたします内海中所在遺跡 1、岩吉遺跡、桂見古

墳群の発掘調査事業も地権者の方々をはじめとする関係各位のご協

力によって無事所期の目的を果たし、大きな成果を得て報告書刊行

のはこびとなりました。

ささやかな冊子ではありますが、市民の皆様ならびに関係各位の

ご利用に供していただければ幸いです。

平成15年3月

鳥取市教育委員会

教育長中川俊隆



例 戸i

1.本書は、平成14年度に国・県の補助金を得て鳥取市教育委員会が実施した埋蔵文化財調査の記録で

す。

2.調査を実施した遺跡は内海中所在遺跡 l、岩吉遺跡、桂見古墳群です。

3.本書に用いた方位は第 1図、第2図、第10図、第11図を除き磁北を示します。また、レベル(H)は

基本的に海抜標高です。

4.発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されています。

5.現地調査から本書の作成にあたっては、多くの方々から指導・助言ならびにご協力をいただきまし

た。厚く感謝いたします。

6.発掘調査の体制は以下のとおりです。

発掘調査主体 鳥取市教育委員会

事 務 局 鳥取市教育委員会文化課

調査担当 前田均・山田真宏・谷口恭子・藤本隆之•平川誠
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I はじめに

鳥取市は、鳥取県東部に位置する山陰の中核都市の一つで、行政区域面積は237.20k碕、人口は平成14

年12月末現在で15万1,000人強を数え、鳥取県の県庁所在地として政治・経済・文化の中心的な役割を

担っている。また現在は近隣の 8町村との間で合併協議がなされており、人口20万人を超える特例市と

してさらなる発展を目指している。

市の北側には広大な鳥取大砂丘と朝鮮半島・中国大陸へつながる日本海が広がり、中央部には中国山

地から流れ出た千代川が南から北へと貫流している。市域の中心はこの千代川の沖積作用によって形成

された鳥取平野が占めており、北側を除いたこの平野の周縁部は丘陵地となっている。近年まで平野部

は主に水田や近郊農業等の耕作地として利用されるとともに、丘陵地は梨を中心とする果樹栽培地とし

て本市内外へ農産物を供給してきた。しかしながら昨今では企業進出や農業の後継者不足等によってし

だいに産業構造が変容するとともに土地利用も大きく変容している。

このような鳥取平野は、原始・古代から周辺地域の重要な生産基盤として人々の生活を支えるととも

に交通の要所としても重要な位置を占め、政治・経済・文化の中心として現在に至っている。こうして今

日恵まれた各種の条件を背景として鳥取市内には数多くの遺跡が残されてきている。遺跡の種類は各時

代・各種にわたり、これまでの遺跡分布調査によって2,300ヶ所余りの埋蔵文化財旦蔵地が確認される

とともに現在もその増加の一途をたどっている。このため各種開発事業等との調整が必要となる遺跡も

近年急激に増加してきている。

1.発掘調査の契機と調査の目的

今回報告する内海中所在遺跡 1、岩吉遺跡、桂見古墳群もそれぞれほ場整備、携帯電話基地局鉄塔施

設整備、公共施設整備の開発事業として計圃され、事前に協議を受けたものである。これらの遺跡のう

ち、後二者は数次の調査が実施されてきているが、前者はこれまで調査が実施されておらず、開発との

円滑な調整に必要な具体的な資料に乏しく、今回それぞれの遺跡の範囲、遺構・遺物の有無と埋蔵状況、

遺跡の性格等の資料を得ることを目的として発掘調査を実施した。

2.発掘調査の経過

発掘調査は、各調査区ともトレンチ掘削による遺構および遺物の包含状況の確認に主眼をおいて内海

中所在遺跡 lから着手し、一部はトレンチを拡張して遣構の有無を確認したほか、対象区の南側につい

ては秋の収穫を待ってから実施した。また岩吉遺跡は内海中所在遺跡 1の調査の合間を縫って、桂見古

墳群は秋になってから調査を実施した。

内海中所在遺跡 1は、平成14年4月8日から同月15日に丘陵裾の微高地や平野部の畑作地・水田に計

11ヶ所のトレンチを設定して調査を行い、 5月27日から同月30日に遺構存在を明確にするためにそのう

ちの一部を拡張した。また11月12日から同月15日までさらに丘陵裾部の水田を中心に 5ヶ所のトレンチ

を設定して調査を行った。調査面積は16トレンチで計278.92可である。

岩吉遺跡は、内海中所在遺跡 lの調査中の4月22日から24日まで、平野部水田の休耕田に 1ヶ所のト

レンチを設定して調査を行った。調査面積は12.0可である。

桂見古墳群は、 10月2日、 3日に丘陵部の傾斜の変換点等に計5本のトレンチを設定して調査を行っ

た。調査面積は計24.06団である。

以上3遺跡の調査面積の総合計は314.98団となる。なおトレンチは基本的にオープン掘削のため、安

全性を考慮して段掘りにするなどの配慮をしたほか、必要に応じて埋め戻しを行った。このため断面図

は同一方向の壁面を合成したものもある。なお整理作業については現地調査終了時に可能な限り行い、

その後報告書作成と共に調査終了後まで実施した。

-1-
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II 内海中所在遺跡 1

1.遺跡の位置と環境

内海中所在遺跡 lは、西側・東側と

も南北に伸びる丘陵に挟まれた幅150

~300m程度の奥深い谷平野で、「白兎

伝説」で知られる白兎海岸の南約 1~ 

2 km付近、内海中村集落の南北に所在

する。これまでこの周辺では海岸から

300m程度の谷D部で砂丘下から多量

の五輪塔や土器類が出土した「身干山

遺跡」がよく知られていたが、その他

の遺跡はあまり知られていなかった。

南北に伸びる細長い平野部からは西側・

東側の丘陵裾部にさらに小さな谷部が

いくつも入り込んでいるが、平成8年

12月の県の詳細遺跡分布調査でその内

の1ヶ所の出口部付近から須恵器片が

認められた。その後、県の遺跡分布地

図に「白兎須恵器出土地（仮）」として

初めて登録されたものである。

2.発掘調査の概要

今回の発掘調査は、ほ場整備計画に

伴い実施したものである。調査は事前

の分布調査結果等をもとに、標高4~

12mあまりの丘陵裾部やその前面の平

野部で実施することとし、平野部に 8

ヶ所（第 1、2、6 ~11トレンチ）、丘

陵裾の微高地上に 6ヶ所（第 3~ 5、

14~16トレンチ）、丘陵裾の小谷口付

近に 2ヶ所（第12、13トレンチ）の計16

トレンチを設定した。

調査の結果、井戸状遣構、溝、ピッ

トが確認されたほか、自然堆積と考え

られるものの多くのトレンチから遺物

が検出されるとともに、周辺の丘陵裾

付近から縄文土器を含む土器片が採取

された。

第1トレンチ(Tr -1） ［第3図；図版l• 2] 

標高3.6m弱の平野部に設定した 4

X3mのトレンチである。調査地は水

田耕作が行われており、調査時には耕

作土が除去されていたが、それ以下は

［
l

＿
 

¥‘ヽヽ ‘~―ー 9 9,  9,  ---

1 トレンチ配置図
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褐灰色（第 1居）、黄灰色（砂混；第2層）、黒褐色（砂混；第3 • 4層）、オリーブ黒色（砂混；第5層）の

粘土層が続き、さらに標高3m前後から下に腐植物を多く含む黒褐色粘土層（第6層）が堆積する。いず

れも丘陵裾から谷部への変換付近の自然堆積層と考えられ、二次堆積遺物とみられる弥生土器底部片、

土師器D縁部片、須恵器杯身片等が僅かに出士している。遺構は検出されなかった。

第2トレンチ (Tr-2) ［第3図；図版2]

第1トレンチの南南東約20m、標高4m強の平野部に設定した 4X4mのトレンチである。調査地は

第1トレンチより一段高い水田耕作地として利用されている。調査時には耕作土が除去されていたが、

それ以下は灰色（砂混；第 1層）、黄灰色（第2層）、オリーブ黒色（第3層）、灰色（砂混；第4層）の粘土

層が続き、さらに標島3.6m程度から下に腐植物や自然木片を多く含む黄灰色粘土層（第5層）および褐

灰色細砂層（第6層）が堆積する。いずれも丘陵裾から谷部への変換付近の自然堆積層と考えられるが、

二次堆積遺物とみられる土師器口縁部片、須恵器杯身片、土鍋片等が僅かに出土したほか、第5層から

は田下駄片が出土している。遺構は検出されなかった。

第3トレンチ (Tr-3） ［第3図；図版3]

第1トレンチの南東約20m、標高5.2m強の丘陵裾の微高地に設定した 3X4mのトレンチである。

調査地は第2トレンチよりさらに一段高い水田耕作地として利用されている。耕作土（第 1• 2層）下は

灰色粘質土層（第3~5層）、オリーブ黒色（第6~8層）および灰色（第9層）の粘土層、緑灰色シルト層

（第10層）へと続き、さらに緑灰色多礫層（第11層）、地山の岩盤となる。第3~9層は丘陵裾から谷部へ

の変換付近の自然堆積層と考えられるが、このうちの第5、7~9層が二次堆積とみられる遺物包含層

である。弥生土器D縁部・底部片、土師器壺口縁部片、須恵器蓋．杯身片および黒漆に赤漆で文様を描

いた漆器片、扇の骨部とみられる木器等が出土している。遺構は検出されなかった。

第4トレンチ（Tr-4) ［第3図；図版3 • 4] 

第3トレンチの南南東約20m、標高5.2m強の丘陵裾の微高地に設定した4X4mのトレンチである。

調査地は水田耕作地として利用されている。耕作土下に自然堆積層が続き、地表面下約0.5~1.6m（標高

4.7~3.6m)の暗灰黄色粘質土層（礫混；第9層）、暗黄灰色（第10層）・暗灰色（第11層）．灰色（第12層）の

粘土層および、青灰色（第14• 15層）．灰黄褐色（やや泥炭混；第16層）の粘土層が二次堆積とみられる遺

物蝕含層である。縄文土器鉢口縁部・底部片、弥生土器高杯・底部片、土師器高杯・壺• D縁部・糸切

り底部片、須恵器片、算盤玉状土錘等が出土している。第12層が遺構埋土の可能性が僅かにあるが、そ

の他には遺構は検出されなかった。

第5トレンチ (Tr-5) ［第4 • 5図；図版4~6]

第4トレンチの北東約15m、標高6.9mの丘陵据の微高地に設定した 5X4mのトレンチである。調

査地は畑作地として利用されている。地表面下30cm程度までは客土とみられる撹乱土が認められるが、

標高6.6mの第10層（灰色粘質土）以下は比較的整った堆積層と考えられる。地表面下約0.4m（標高6.5m)

の黄褐色粘質土層（第11層）および地表面下約0.7~2.lm（標高6.2~4.8m)の第30（黄褐色粘質土）層、第16

（黄灰色粘土）層、第32（暗オリーブ褐色粘質土）層、第33（黒色粘質土）層、第36（オリーブ灰色粘土）層、

第40（暗オリーブ粘質土）層、第41（暗緑灰色粘砂質土）層、第42（オリーブ灰色粘砂質土）層が遺物包含層

で、地表面下約1.7mの第40層上面（標高5.2m前後）の断面からピットとみられる落ちこみを認めた。そ

の後この落ちこみ周辺についてさらに確認するために本トレンチを拡張して調査を行った。その結果、

井戸状遣構（SE)1基、溝状遺構(SD)4条、掘立柱列を含むピット (P)30余りを検出した。遺物は、

第11層から須恵器片が出土したほか、下位の包含層からは弥生土器口縁部片、土師器甕口縁部片・糸切

り底部片・高杯片、須恵器蓋杯片、土鍋片、土錘、刀子等が出土している。遺構内遺物としては、井戸

状遺構から弥生土器底部片、土師器片、須恵器片、瓦質土器片、石斧・不明石製品、血物の底板（？）

等が、溝からは、ほぼ重なる SD-01、02から弥生土器底部片、土師器壺片・高杯、須恵器蓋杯・
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H~4.00m 

Tr-1 
1.褐灰色粘土（鉄分含む）
2．黄灰色砂混粘土（鉄分含む）
3黒褐色砂混粘土（僅に鉄分及び灰色砂混粘土を多く含む）
4．黒褐色砂I昆枯土（極僅かの鉄分及び灰色砂混粘土を含む）
5.オリーブ黒色砂混粘土（僅かに腐植物含む）
6．黒褐色粘土（腐植物を多く含む）
7．黄灰色砂混粘土（暗渠）

H=4.00m 

H =4.40m 

Tr-2 
1．灰色砂混粘土（青色を帯びる）
2.黄灰色粘土 (0.5cm以下の砂粒を僅かに含む）
3.オリープ黒色粘土（極僅かに1cm程度の小石含む：僅かに腐植物含む）
4．灰色砂混粘土（黄色帯びる）
5黄灰色粘上（腐植物及び自然木片を多く含む）
6．褐灰色細砂（腐植物及び自然木片を多く含む）

6
 

4
 

2
+
-
3
 8

 

ーナヤー

H
=
4
.
4
0
m
 

Tr-3 l H=5.40m H =5.40m 

]！！！口｀口礫：口：礫マをマロガも：の口□□三。7 11 9 3 5 8 6 

6.オリーブ黒色粘土(0.1~0.3cm大の砂礫を含む： 3-5cm大の地山礫を含む）
7.オリーブ黒色粘土 (6よりやや明： 0.1cm大の砂粒を含む： l-5cm大の地山
礫を含む：炭片を含む：木片•土器片を含む） 6 H=5.40m 
8.オリープ黒色粘土 (7よりやや明： 0.1cm大の砂粒を含む： 3-5cm大の地山 ←―― ^ 1 
礫を含む：炭片を含む：木片・土器片を含む）

9.灰色粘土 (8より明： 0.1~0.3cm大の砂粒を多く含む： 5cm大の地山礫を含む： ］r-—＝==='一-------- ---ー寸6
炭片を含む：土器片を含む）

10. 緑灰色シルト (0.1~0.3cm大の砂礫を含む．• 3~5cm大の地山礫を含む）
11．緑灰色多礫層（10より暗）

Tr-4 

1.にぶい黄褐色粘質土（暗灰色粘土プロ、ノクを含む）
2・ 黄灰色粘質土
3．黄褐色粘質ナ
4.暗灰黄色粘質土（やや砂質かかる： 0・1~0.5cm大の砂礫を
多く含む）

5.暗灰黄色粘質土 (4よりやや暗： 0.5~1cm大の砂礫を密に含む）
6．灰色粘質土
7．黄灰色粘質土
8.暗灰黄色粘質土 (4より暗）
9.暗灰黄色粘質土 (4より暗く、 8よりやや明： 0.3~7cm大の礫を
密に含む）

10暗黄灰色粘士
11暗灰色粘上（ややオリーブ色かかる：灰白色粘土を含む）
認灰色枯土（やや青灰色かかる：炭片を含む）

13.灰色粘砂質土（やや青灰色かかる：炭片を含む）
14.青灰色粘土
且青灰色粘土（14より明）
16.灰黄褐色粘」： （やや泥炭混しり）
17.暗オリープ灰色砂礫層（泥炭及び流木を含む）
18.暗褐色泥炭 (0.3~1cm大の川礫を多く含む）
19.暗灰色泥炭質細砂
20緑灰色細砂
21褐色泥炭

第 3図 内海中所在遺跡 1 第 1、第2、第3、第4トレンチ実測図

2m 
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藍．壺片、竃片が、 SD-03から弥生土器底部片、十師器片が、 SD-0 4から土師器片、須恵器底

部片が、ピットの数基からは土師器壺・甕片や須恵器蓋片等が出土しておりそのうちのP-9出土の体

部片には内外面に漆とみられる付着物が認められる。また列状に並ぶ5基を含むいくつかのピットには

柱根が遣存している。なお遺構の時期は出士遺物等から主に古墳時代後期と考えられるが、 SD-0 1 • 

0 2と切り合う井戸については断面観察からそれ以降のものと考えられる。

第6トレンチ（Tr -6） ［第4図；図版7]

第4トレンチの南南西約160m、標高4.4mの平野部に設定した4X3mのトレンチである。調査地は

水田地として利用されている。厚さ約20cmの耕作土下は灰色（第2• 3層）、オリーブ褐色（第4~ 8層）、

暗灰黄色（第 9層）、黒褐色（第10層）の粘土層がlm程度続き、その下（標高3.2m弱）は泥炭層となる。

このうち第4および第8層（オリーブ褐色粘土層；標高4.1~3.5m付近）が二次堆積とみられる遺物蝕含

層で、田下駄．槽・板材・軽石が出土している。また、標高3.2m付近で立ち木の株が検出されている。

なお、遺構は検出されなかった。

第7トレンチ (Tr-7） ［第4図；図版7• 8] 

第6トレンチの南南西約20m、標高5m程度の平野部に設定した4X4mのトレンチである。調査地

は水田地として利用されている。調査時には耕作土は除去されていたが、以下は標高3.9m程度までは

自然堆積とみられる比較的整った堆積で、灰色（第 1層）、オリーブ黒色（第2層）、灰色（第3層）の砂混

じりの粘土層が、またさらにその下に黒褐色（第4 • 5層）、暗灰黄色（第 6層；やや泥炭かかる）の粘土

層が堆積する。遺構、遺物ともに検出されなかったが、 トレンチ周辺から石庖丁が表採されている。

第8トレンチ (Tr -8) ［第4図；図版8]

第7トレンチの南約85m、標高5.7m弱の平野部に設定した4X4mのトレンチである。調査地は水

田地として利用されている。耕作土下は、地表面下 lm（標高4.7m)程度までは自然堆積とみられる比

較的整った堆積で、黄灰色（第2層）、灰色（第4層）、オリーブ黒色（第 5層）、黒褐色（第6~8層；ゃ

や泥炭かかる）の粘土層が堆積する。遺物は耕作土直下等から土師器細片が僅かに 2点検出されたほか

は、標高5m付近の第8層から流木とみられる自然木が認められたのみで、遣構も検出されなかった。

第9トレンチ (Tr-9） ［第6図；図版8]

第8トレンチの南西約20m、標高5.lm強の平野部に設定した 4X3mのトレンチである。調査地は

水田地として利用されている。耕作土下は、地表面下1.25m（標高3.9m)程度までは自然堆積とみられる

が、灰色（第 5 • 7層）、黄灰色（第8層）、オリーブ黒色（第 9層）、黒褐色（第10• 11層）、オリーブ黒色

（第12層）、灰色（第13層）、黒褐色（第14層；やや泥炭かかる）の粘土層が堆積する。遺物は第10層から田

下駄が1点検出されたほかは、第10層と11層の境界付近および第11層から流木の可能性が考えられる木

が検出されたのみである。また遺構は検出されなかった。

第10トレンチ (Tr-10） ［第6図；図版9]

第9トレンチの西約110m、標高5.4m弱の平野部に設定した 5X2mのトレンチである。調査地は水

田地として利用されている。耕作土下は、地表面下1.2m（標高4.2m)程度までは整った堆積で、オリー

ブ灰色（第3層）、褐灰色（第4層）、暗灰色（第 5層）、黒褐色（第6層）の粘土層が堆積する。第6層中か

ら立った状態の杭木 1が検出されたが、これ以外は遺構・遺物ともに検出されなかった。

第11トレンチ (Tr-11） ［第6図；図版9]

第9トレンチの南南西約145m、標高5.8m弱の平野部に設定した4X4mのトレンチである。調査地

は水田地として利用されている。耕作土下は、地表面下1.2m（標高4.6m)程度までは自然堆積とみられ

る比較的整った堆積で、灰黄褐色粘質土（第4層）より下はいずれも泥炭質の褐灰色（第 5層）、暗褐色

（第6層）、暗オリーブ褐色（第7• 8層）の粘質土層が堆積する。遺構・遣物ともに検出されなかった。

第12トレンチ（Tr -12） ［第6図；図版9• 10] 
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Tr-5 
］黒色枯質土（黄褐色上プロノク・灰色土プロノが礫を多く含む）

；閏冒燻］： ［計彗二ふふ言：戸昇多く含む） 20叫［況~21
4にふい黄褐色枯質十（罵色枯質十プロ；タ・黄褐色」・プロックを含む） 10 
5 にぶい黄褐色粘質十 (4よりやや叫•麒椙色十プロ）夕吸色tプロ／クを多〈含む） 11 
6．にふい黄褐色枯質土 (03~15疇護山プロ 1グ伎譴庇．十プロ）夕を多く含む） 15 
7黒色粘質土(1よりやや明オリープ灰色枯士プロノクを含む） 29 
8．にぶい黄褐色枯質土
9にふい黄褐色枯質土 (8よりやや暗灰色土プロ，／クを含む）
算灰色粘質土
11黄褐色粘質．t（灰色」を含む）
12灰色粘質上 (10より暗）
13黄褐色枯質十:(0.2~0.5cm大の池山ブロノクを含む）
14灰黄褐色枯質上 (02~1cm大の地山ブロノクを含む）
15黄灰色粘土
16黄灰色粘・ト(15より暗）
17黄褐色枯質七と灰色
粘質土の混合 O°  

18黒褐色枯質土 90葵合一□只
19．オリーブ褐色粘質」： 一,.,,ー
謬上J"E)ダ灰色土プO;グを含t)日
20オリープ褐色粘質上 己
(19よりやや開ナイロンゴミを含む）汀
21灰黄褐色粘質上

／／／／／／；／i ／口を：及讐色色質度］皇を質強を
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H~4.60m 

•土器
▲石

..木杭
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Tr-6 

1 ．暗灰黄色粘質土 (0.1cm大の砂礫を含む•若干の鉄分・マンガン分の沈着有）
2．仄色粘上 (O.1~0.3cm人の砂礫を含む） 日□宣言噂塁攣［口を含胃齋覧彗］じ証喜昇干含も）ii
7オリープ褐色枯上（炭化物を多く含む）
8オリープ褐色粘上 (4より暗く、4より有機物を多く含む板材を含む）
9暗灰黄色粘十 (8より仄色かかり、 8より有機物を多く含む1cm大の灰色粘土プロノクを含む）
10黒褐色枯t(9より向機物を多く合む：炭片を含む灰色粘土を若干含む）
11黒褐色植物未分解層

Tr-7 

l．灰色砂混しり粘土（青色を帯びる：鉄分を含む）
2オリーブ黒色砂混じり枯土（黄褐色粘質シルトブ
ロyクを僅かに含む）
3灰色砂混しり粘土（若干黄色を惜びる）
4黒褐色粘上（灰色を帯びる：炭化物を含む）
5黒褐色粘上（灰色粘上ブロノクをラミナ状に多く
含む）
6．暗灰黄色粘十．（腐植物を多く合む）

／ 三

..い

II=5.10m H=5 10m 

2□□□□ 
Tr-8 

1．暗灰黄匹Ii質上（鉄分・マンガン分の沈着若F有）
2黄灰色粘十 (0.1cm大の砂礫を含む）
3オリープ黒色枯士（汚い灰色粘土ブロノクを含む）
4．灰色粘土
位1~1cm大の砂礫を含む：炭片を含む：オリープ
黒色粘土を若干含む）
5オリーブ黒色枯土
（炭片を含む灰色粘土を若干含む有機物を若干含む）
6黒褐色粘土
（オリープ黒色粘上を心干含む炭片を含む有機物を含む）
7黒褐色枯十 (6より灰色かかる：有機物を含む）
8黒褐色粘土
(6より褐色かかり、6より多く有機物を含む：7より
む干暗．0,1~0ぶcm大の砂礫を若干含む：1cm人の
灰色粘上ブロソクを若干含む）

第 4図 内海中所在遺跡1 第 5、第6、第7、第8トレンチ実測図
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1.灰黄褐色粘質土（地山ブロック及び炭化物を含む）
］．黒褐色粘質土（地山ブロyクを多く含む）
3.黒褐色粘質土 (2よりやや黒灰色度強：地山ブロックを含む）
4.黒褐色粘質土（地山ブロック及び炭化物を含む）
5.黒褐色粘質土（地山ブロyクを密に含む）
6.黒褐色粘質土（地山ブロソクを僅かに含む）

--~、

¥II¥¥‘ー／

H=7.00m 

//―‘-----

-----~ // 
、--

本..4し
, 1 

25 26 

7.照褐色粘質士 (6よりやや明：地山プロソクを強く含む）
8.オリ＿ブ黒色粘土（地山ブロ・ノクを多く含む）
9.オリーブ黒色粘土（地山ブロック及び炭化物を含む）
10.暗灰黄色粘砂質土（地山ブロックを密に含む：木片を含む）
11.黄灰色粘質土（地山ブロソクを多く含む）
12.暗灰黄色砂（地山プロyクを含む）
13.黒褐色粘質土（地山ブロック及び未分解植物遺体・炭化物を含む）
14．暗褐色泥炭質粘質土（未分解植物遺体を密に含む）
15.灰色粘砂質土（ややオリーブ黒色かかる：地山ブロソク及び未分解植物遺体を
含む）
16．黒褐色泥炭質粘質土（未分解植物遺体を含む）
17.黒褐色粘質土（やや暗灰色かかる）
18.灰オリーブ粘質土（地山プロyク及び炭化物を僅かに含む）
19.暗オリープ粘質土（木片を含む）
20.灰色粘質土（ややオリーブ色かかる：地山プロック及び土器片を含む）
21．暗オリ＿ブ灰色粘土
22.オリーブ黒色砂混じり粘質土（土器片・木片・炭化物及び地山ブロソクを多く
含む）
23.オリーブ黒色粘質土 (22より暗：木片・炭化物及び土器片を含む）
24.灰色粘土（ややオリーブ色かかる）
25．黒褐色粘土
26.黒褐色粘砂質土 (25よりやや明：地山プロソクを僅かに含む）

ロ、三口： ／ 
。ここをさ ： • ＼、‘̀ 蜘

．． 

ー

．
 

⑥
p
 

．．◎p 2 

，
 

．．
 
゜p 6 

OP 5 

゜

疇

◎ P24 

P27 

霰

宣 P35

({) GP22 
P23 

4
 

Rp 

P28@P39 、29 綱 20

8
 

ー
◎

p

 

，
 

ー
◎
p
 

G p ， 
。
ー
＠

p

 

p 8 

@P16 

Pll ゜
@P13 

`1  

{I;)P33 •土器
※P 12 • 14 • 15 • 17 • 21 • 32は欠番

。
4m 

第5図 内海中所在遺跡 1 第5トレンチ拡張部実測図

-8-



Tr-9 

1暗黄灰色粘質土（炭片を含む：鉄分・マンガン分の若干の沈着有）
2．黄灰色粘土（炭片を含む）
3黄灰色粘土 (2より若干暗：黒褐色粘土プロyクを若干含む）
4．黄灰色粘土 (2より暗：黒褐色粘七ブロyクを若干含む）
5.灰色粘土（オリーブ黒色粘土を含む： 0.1~lcrn大の砂礫を含む
炭片を含む）
6.灰色粘土（汚い灰色粘土ブロックを含む）
7．灰色粘土（オリープ黒色粘土を含む： 2cm大の砂礫を含む）
8黄灰色粘土 (0.3cm大の砂礫を含む）
9.オリーブ黒色粘土 (0.1~0.3cm大の砂礫を若干含む） 日
10黒褐色粘土（ 1cm大の灰色粘土プロソクを若干含む：有機 呂

11言ば］謬喜げ昌言賃丘冒□9胃!I
12.オリーブ黒色粘土（炭化物を多く含む：有機物を含む）
13．灰色粘土（12より明：炭片を含む：有機物を含む：灰色粘
土プロソクを多く含む）
14．黒褐色粘土 (11より褐色かかる：炭片を含む：有機物を多
く含む）

g
I
 

13 

ロトI

H=5.50m 

Tr-10 
1 にぶい黄褐色粘質シルト（マンガンを多く含む）
2.灰色粘土（マンガンを含む）
3.オリーブ灰色粘土（マンガンを含む）
4．褐灰色粘土（マンガン及び鉄分を含む）
5.（暗）灰色粘土（鉄分を滴状に上位から下方へ含む）
6．黒褐色粘土（僅かの腐植物及び自然木等を含む）
7．鉄分沈着層
8.暗渠埋土

1 H=5.50ml  H =5.50m 

;5言二□三□］：口三』
H=6.00m 

Tr-11 
1暗灰黄色粘質土
2黄灰色粘質土
3．黄灰色粘質土 (2より明：黄褐色無機物沈着）
4．灰黄褐色粘質土
5．褐灰色泥炭質粘質土
6．暗褐色泥炭質粘質土
7.暗オリーブ褐色泥炭質粘質土
8.暗オリーブ褐色泥炭質粘質土 (7より暗）
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H=6.00m 

H=7.50m H=7.50m 

Tr-12 
1．灰色粘質土
2．褐灰色粘質土（灰色土ブ
ロソク及び暗褐色土ブロノクを含 8 
む：明黄褐色無機物沈着） L――ょ
3.褐灰色粘質土 (2よりやや暗、暗褐色土プロックを多く含む） 11 
4．暗褐色粘質土（掲灰色土プロックを多く含む： 0．2~1cm大の ＼ 
地山小礫を含む） 12 
5.にふい黄褐色粘質土（明黄褐色、無機物沈着）
6.暗緑灰色粘質土 H=9.20m 
7.灰黄褐色粘質土（暗褐色土ブロックを含む：黄褐色無機物沈 1 
着） 2 
8暗緑灰色粘質土 (6よりやや暗） 2~ 
9．黒褐色粘質土（灰白色粘土プロック及び0.2~2cm大の地山小 9 8 - 7 3 6 3 3 
礫を含む：土器細片を含む）
10.暗褐色粘質土（褐灰色土ブロソク及び0.2~1cm大の地山小礫 4 5 

11黒褐色粘質土 (9よりやや暗： 0.2~1cm大の地山小礫を含む）

を含む） 汀下ロロニ□□□戸
認黒褐色粘質土 (9• 11よりやや明）
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Tr-13 
1．褐灰色粘質土
2.褐灰色粘質土 (1より明： 0.2~1cm大の地山小礫を僅かに含
む：部分的に暗褐色土ブロ・ノクを含む）
3.暗灰黄色礫混じり枯質土 (0.5~40cm大の地山礫を密に含む）
4.黒褐色粘質土（褐灰色土ブロック及び0.5~10cm大の地山礫を
多く含む：部分的にオリープ黄色地山礫を多く含む）
5.暗褐色粘質土
6.暗褐色粘質土 (5よりやや暗： 0.2~10cm大の地山礫を多く含む
：暗渠？）
7.暗灰黄色礫混じり粘質土 (3より明： 0.5~50cm大の地山礫を多
く含む：撹乱土？）
8.灰黄褐色粘質土 (05~30cm大の地山礫を含む：撹乱土？）
9.黒褐色粘質土 (4より暗： 0.5~5cm大の地山礫を密に含む）

＼ 
J
 
已上一h
 

H
1
1
9
.
2
0
m
 

拿立根
•土器 2m 

第 6図 内海中所在遺跡 1 第 9、第10、第11、第12、第13トレンチ実測図
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第11トレンチの南南西約150m弱、標高7.2m弱の丘陵裾の谷口部分に設定した4.9X4.8mのトレンチ

である。調査地は水田地として利用されている。耕作土下は、暗渠が錯綜するほかは地表面下1.2m（標

高5.95m)程度までは自然堆積と考えられ、賠緑灰色（第6 • 8層）、黒褐色（第9 • 11層）の粘質土層が

堆積する。第9層が二次堆積とみられる遺物包含層で、須恵器片・瓦質土器片・箸状木製品が検出され

たほか、暗渠埋土中から土鍋口縁部片が出土している。遺構は検出されなかった。

第13トレンチ (Tr -13) ［第6図；図版10]

第12トレンチの南約110m強、標高8.9m強の丘陵裾の谷口部分に設定した 5X5mのトレンチである。

調査地は水田地として利用されている。耕作土下は、暗渠（第6層）や撹乱土（第7~9層）が認められる

ほかは地表面下1.2m（標高7.7m)程度までは自然堆積と考えられ、褐灰色（第2層）、礫混じりの暗灰黄

色（第3層）、黒褐色（第4層）、暗褐色（第5層）の粘質土層が堆積する。第2および第4層が二次堆積と

みられる遺物包含層で、前者からは土師器底部細片が、後者からは炭化物の付着した土師器lII1、須恵器

片が、また暗渠付近から糸切りの土師皿や土鍋、曲物の蓋または底板等が出土している。遣構は検出さ

れなかった。

第14トレンチ（Tr-14） ［第7図；図版11]

第13トレンチの南西約60m、標高9.3mの丘陵裾の微麻地に設定した 5X5mのトレンチである。調

査地は水田地として利用されている。耕作土下に薄い床土と考えられる暗オリーブ灰色粘質土層（第2

層）があり、その下には部分的に撹乱とみられる黄褐色礫混じり粘質土層（第7層）が認められる。これ

ら以外は、礫の入り具合等から土石流的な堆積とも考えられるが地表面下0.8m（標高8.5m)程度までは

自然堆積と考えられ、 0.5~30cm大の地山礫を含む黄褐色（第3層）、暗褐色（第4層）、黒褐色（第6層）

の粘質土層、灰色粘土層（第5層）が続く。第3、4、5層が二次堆積とみられる遺物諷含層で、第3層

からは著しく磨滅した土師器片や須恵器の高台部片が、第4、5層からは土師器壺□縁部片。高杯、須
恵器蓋・高台部、磁器片が出土している。遺構は検出されなかった。

第15トレンチ (Tr-:-15) ［第7図；図版11• 12] 

第14トレンチの南西約465m、標高12.3m弱の丘陵裾の微高地に設定した 6X3.95mのトレンチである。

調査地は水田地として利用されている。耕作土下は、地表面下0.5m（標高1l.8m)程度まではほぼ水平に

黄灰色シルト層（第3~5層）が続き、その下は地山にそって西から東に傾斜をもって黄灰色（第6層）．

灰色粘質（第7層）・褐灰色粘質（第8層）のシルト層、黒褐色（第10層）・褐灰色（第11層）の粘質土層、そ

して褐灰色粘土層（第12• 13層）へと続く。標高11.6m程度の第 7 • 8層上面および斜面で標高11.2~

ll.8m程度の第12層上面が遺構面と考えられ、それぞれ溝状遺構を検出した。東側溝の第10層、西側溝

の第9層がそれぞれの埋土で、遺物は、第10層から土師器皿等が、第9層から土師器製塩土器片・底部

片や須恵器高杯・底部片・高台部片等が検出されたほか、第3~6 層から土師器製塩土器片• D縁部片、

須恵器口縁部・高台部、陶磁器片等が検出されている。また第13層上面からは、遺構は検出されていな

いものの須恵器杯底部や高台部片が多く検出されている。なお遺構の時期は奈良•平安時代前半頃と考

えられる。

第16トレンチ（Tr -16) ［第7図；図版12]

第15トレンチの南西約70m、標高12.4mの丘陵裾の微高地に設定した 6X3.95mのトレンチである。

調査地は水田地として利用されている。耕作土下は、地表面下0.25m（標高12.15m)程度までは客土とみ

られる黄灰色シルト層（第2• 3層）が認められる。それ以下は地山に沿った北西から南東の傾斜はある

ものの順層で、地表面下0.8m（標高11.6m)程度まで黒褐色（第4層）・褐灰色（第5層）の粘質土層、褐灰

色（第6~8層）の粘土層と続く。このうち第 5層上面が遺構面で、炭片等を多く含んだ黒色粘質土

（第10層）を埋土にもつ溝状遺構を検出した。遺物は、耕作土～第3層から磨滅した土師器底部片・須

恵器片・陶器片等が、それ以下から糸切りの土師器底部片・須恵器蓋片・瓦質土器片等が検出されてい
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H=9.60m 
Tr-14 
1褐灰色粘質土
2暗オリープ灰色粘質土
3黄褐色礫混じり粘質土
(0.5~10cm大の地山礫を含む）
4．暗褐色礫混じり粘質土
(0.5~30cm大の地山礫を密に含む）
5灰色粘土
6黒褐色粘質土 (0.2~0.3cm大の地山小礫を含む）
7黄褐色礫混じり粘質土
(3よりやや明：0.5~4cm大の地山礫を含む）

： 言

匠言

＼
 ． 

： 

塁塁
． 

口
l\t• • ． 

こ
工’
軒

Tr-15 
1．にぶい黄褐色粘質土
2．にぶい黄橙色粘質土
3黄灰色シルト（炭片を若干含む：0.1~0.3cm大の砂粒を含む） 3 
4黄灰色シルト 4 5 
（明黄褐色の沈着があり、全体的にオレンジ色かかる：0.3~1cm大の岩石の崩れた砂粒を含む）
5黄灰色シルト (3より暗やや褐色の沈着あり、 0.1~0.5cm大の砂粒を含む） 10 
6黄灰色シルト (5より暗く、暗灰色かかる：褐色の沈着あり：0.1~0.5cm大の砂粒を含む） 11.r--:=:l:—· 
7灰色粘質シルト（炭片を含む：褐色の沈着あり：0.1~1.5cm大の砂粒を含む） ー一

8褐灰色粘質シルト ー一
（褐色の沈着あり：0.1~1cm大の砂粒を含む） ロ
9褐灰色粘質シルト
(8より暗灰色かかる：炭片を多く含む）
10黒褐色粘質土
（炭片を多く含む：褐色の沈着あり：0.1~1cm大の砂粒を含む）
11褐灰色粘質土
(12より若干明るく、砂粒を多く含む：褐色の
沈着あり：0.1~0.5CIII大の砂粒を含む）
12褐灰色粘土
（黒褐色かかる：炭片を含む：0.1~1cm大の砂粒を含む）
13褐灰色粘土（12より明：5~15四大の岩石を含む）

Tr-16 
1．にぶい黄褐色粘質土
2黄灰色シルト (3より粘質）
3．黄灰色シルト
（明黄褐色の沈着があり、全体的にオレンジ色
かかる •0.1~0.5cm大の砂粒を含む：針金を含む）
4黒褐色枯質土
(0.1~1cm大の砂粒を含む：炭片を含む：2～5cm大の
崩れた地山礫を含む：黄灰色粘士ブロックを若干含む）
5褐灰色粘質土
(0.1~1cm大の砂粒を含む：炭片を含む：2～5cm大の
崩れた地山礫を含む）
6褐灰色粘土
(5より明：0.1~3cm大の砂粒を含む：炭片を含む）
7褐灰色粘土
(0.1~1cm大の砂粒を含む：炭片を若干含む：
僅かに褐色の沈着あり）
8褐灰色粘土
(7より若干明：5～15cm大の岩石を含む）
9灰色粘土 (0.1~0.5cm大の砂粒を若干含む）
10．黒色粘質土
（粘質度大：炭片を多く含む：0.1~0.5cm大の砂粒を含む）

中
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第7図 内海中所在遺跡 1 第14、第15、第16トレンチ実測図
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第8図 内海中所在遺跡1 表採縄文土器実測図（拓影）

る。なお遣構の時期は奈良•平安時代前半頃と考えられる。

その他 ［第8図；図版13]

今回の調査対象地の範囲は南北に 1km以上にも渡ったが、各トレンチ調査中に周辺の数ヶ所から遺物

を採取した。試掘調査の成果の一つとして若干触れておく。

遺物の表採地点は主に 3ヶ所で、北から、第 5トレンチの北北東約220m前後の丘陵据付近「A地点」。

第5トレンチの北北東約150m前後の谷口から丘陵裾付近「B地点」。第 6 • 7トレンチの東約30m前後

の丘陵裾付近「C地点Jである。それぞれA地点からは土師器壺口縁部片、須恵器蓋・高台部片等が採取

されている。 B地点からは土師器壺．甕・赤彩高杯・竃・突起支脚、須恵器盗杯・蓋・高台部・脚部片

等が採取されている。これらの遺物からAおよびB地点周辺に古墳時代から古代にかけての遺構が存在

する可能性が考えられる。また、 C地点からは、弥生土器底部片、土師器壺、須恵器片のほかに縄文土

器が採取されており、周辺に縄文時代から古代にかけての遺構が存在する可能性が考えられる。このう

ち縄文土器の良好なものについて拓本を試みた。(1)は前期の土器で、羽状縄文の地文に連続爪形文が

施される特徴を持つ。岡山県磯ノ森式土器に類似すると思われるが、この時期の土器は市内ではまだ類

例が少なく貰重な資料である。 (2)は粗製土器体部片。 (3~5)は後期の土器で、 (3)は巻貝等による凹線

や押圧点文が配された口縁部の発達した文様帯に特徴が見られ、（4)も同様のものと考えられる。 (5)は

沈線の外側を磨り消した麿消縄文土器。 (6~8)も後期の土器で、 (6)は沈線の中に連続して刺突が施さ

れ、 (7)は凹線間に縄文が施される。 (8)には元住吉山 I式の特徴とされる連弧文が認められる。
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Ill 岩吉遺跡

1.遺跡の位置と環境 ある鳥取平野の左岸側平野部のほぼ中央に位置し、

岩吉遺跡は、千代川によって形成された沖積平野て かつてはのとかな田園の広かる穀倉地帯

東西約0.8km前後の範囲に広かる大遺跡てあ：。線の開通以降開発か進み現在ては商工業地

南て：□□‘遺跡内を東西に横切るJR叫箕線や旧国!;んて穏やかな地目となっているか、古くはこ

帯として大きく変貌を遂けている。また現在ては治7：る地帯てあったと考えられている。その中て千代

の周辺は千代川の支流てある野口］：のひ｛るじ］：ニロ弥生時代から古墳時代にかけての集落か形成される

川左岸側平野部の中央部を南北し

とともにその周辺に水田が営まれる。また律令期

には条里が引かれ、川の氾濫が次第に治まり始め

たと考えられる平安期には何らかの官的な施設が

↑ようである。今回の調査地はこの
設置されていこ I--'-'土集落の東300m
ょうな遺跡のほぼ中央部で、石ロ

弱の水田地帯に位置する。

2.発掘調査の概要
今回の発掘調査は、携帯電話基地局鉄塔施設整

備に伴い実施したものである。調査対象地は平野

部の水田中に位置したが、狭小であったため 1ケ

所のトレンチ(Tr-1)を設定した。
-1） ［第9図；図版13]

第1トレンチ (Tr 4 X 3 mの
標高2.7m程度の水田部に設定した

トレンチである。耕作土下は、地表面下2.lm（標

高0.6m)程度まではほば順層で、オリーブ黒色粘

質土層（第2.3層）下に暗緑灰色細砂シルト（第

11~, 

ii←l 

止 l．暗灰黄色粘質土
2 オリープ黒色粘質t
3．オリープ黒色粘質土
2 4．暗緑灰色細砂ンルト
3 5．オリープ黒色泥炭質粘土
6 オリープ黒色泥炭質粘土言喜讐責）
7 7 オリーブ黒色泥炭質枯土
8・．灰色粘土

心塁言汀胃よ霜・赤灰色粘土ブ

ロックを含む）
11灰色粘土 (9より暗）
12．灰色粘土 (11よりやや暗）

叫~

-~ 03じ3

•土器
2m 

凶。---

第9図岩吉遺跡第 1トレンチ実測図
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4層）、その下にオリーブ黒色泥炭質粘土層（第 5~7層）、灰色粘土層（第8~12層）と続く。このうち第

5 • 6層が遺物諷含層で、土師器口縁部片・須恵器D縁部片、板材等が僅かに検出された。平成7年度

に調査地の西約400m付近で調査が行われ古墳時代から平安時代にかけての遺構が検出されているがそ

の際の遺物の出土状況等とも比較すると二次堆積遺物の可能性も考えられる。遺構は検出されなかった。

w 桂見古墳群
1.遺跡の位置と環境

桂見古墳群は、鳥取平野南西縁、JR鳥取大学前駅の南約 2~3.5kmの丘陵上に形成されている。こ

の鳥取平野南西縁ではこの約20年の間に総合運動公園や大規模活性化プロジェクトの一貫の公園整備、

大規模宅地開発等が進み、各遺跡で発掘調査が実施されてきている。桂見古墳群でもこれまでに1983

（昭和58)年度・ 1992（平成4)年度に調査が実施されたほか、数次の試掘調査が行われている。このうち

1983年の調査では、長辺28m、高さ4.5mの（長）方形墳である 2号墳も調査されたが、長さ7.5m、幅4.9

mの墓堀から長さ5.5mの長大な木棺が検出され、その中から朱とともに鉄刀・刀子・針状の鉄製品や

舶載鏡である破砕された内行花文鏡や斜縁獣帯鏡が出土している。また1992年度の調査では、全長24.5

m、後円部径16mの小規模前方後円墳である 6号墳等が調査されている。

なお本古墳群周辺には、丘陵上ではほかに倉見古墳群・布勢鶴指奥墳墓群・里仁古墳群等が、また平

野部では桂見遺跡・東桂見遺跡・布勢遺跡・帆城遺跡などが形成され、市内でも有数の遺跡密集地帯と

なっている

2．発掘調三の概要

今回の発掘調査は、公共施設整備に伴い昨年度に続いて実施したものである。調査は桂見集落の南西

に入り込む谷と入り組んだ丘陵で、昨年度調査した丘陵の一つ南に位置する丘陵上に傾斜の変換点やマ

ウンド状の微地形の裾に計5ヶ所のトレンチ（第 1~ 5トレンチ）を設定した。

第 1トレンチ（Tr-1) ［第12図；図版14]

出合いの森公園、長谷池の北に東西に伸びる主稜線から南東（池）側に派生した小尾根裾よりやや上っ

¥》 : -73  0 / m三コ一三こ ・9

: 0:L̀e / s Q 

¥ ,  I A9  A,.  43 3 .  A ~———- -¥'り’I79 

<]＼口森園：

［ロロロー
第11図桂見古墳群 トレンチ配置図
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Tr-1 
1.腐植士
2．浅黄橙色砂質土
3．黄橙色砂質土・岩盤

H=6.80m 

Tr-2 
1.腐植土
2．浅黄橙色砂質土
3．黄橙色砂質土・岩盤
4.木根撹乱

H=67.30m 

三 l

Tr-3 
1腐植土 1-e:ァー
2．浅黄橙色砂質土 3 
3．黄橙色砂質土・岩盤
（もろい岩盤）
4浅黄橙色砂質七・岩盤
(3よりさらに風化進む岩盤）
5.木根痕
6.木根撹乱

H =64.90m 

H =73.60m 

Tr-4 
1.腐植土
2．浅黄橙色砂質土
3．黄橙色砂質土・岩盤
（ややもろい岩盤）

1
2
 

Tr-5 
1.腐植土
2．浅黄橙色砂質土
3 明黄褐色砂質土
4.明黄褐色砂質土・岩盤
（もろい岩盤）
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H=59.70m 
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第12図桂見古墳群第1、第2、第3、第4、第5トレンチ実測図

た傾斜変換点に設定した4.9Xl mのトレンチである。調査地は雑木林で、 トレンチ高所の標高は60.7m

程度である。腐植土および10cm前後の表土（第2層；浅黄橙色砂質土／いわゆる真砂土）下は直ちに黄橙

色砂質土あるいは岩盤の地山となる。地山加工痕跡や遺構、遺物は検出されなかった。

第2トレンチ（Tr-2） ［第12図；図版14]

第 1トレンチと同一小尾根の上位の傾斜変換点に設定した5.3X0.9mのトレンチである。調査地は雑

木林で、 トレンチ高所の標高は67.2m程度である。木根による撹乱を認める以外は第 1トレンチと同様

の堆積で、地山加工痕跡や遺構、遺物は検出されなかった。

第3トレンチ (Tr-3） ［第12図；図版14]

第1• 2トレンチの位置する小尾根の一つ南西隣に同様に主稜線から派生した小尾根裾よりやや上っ

た傾斜変換点に設定した5.2X 0.9mのトレンチである。調査地は雑木林で、 トレンチ高所の標高は64.8

m強である。表土の浅黄橙色砂質土（第2層）の厚さがやや厚い程度で、あとは第 1• 2トレンチと同様

の堆積状況で、地山加工痕跡や遺構、遺物は検出されなかった。

第4トレンチ (Tr -4） ［第12図；図版15]
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第3トレンチと同一小尾根の上位の傾斜変換点に設定した5.3X1 mのトレンチである。調査地は雑

木林で、 トレンチ高所の標高は73.5m程度である。 1~3トレンチと同様に腐植土および10cm前後の表

土（第2層；浅黄橙色砂質士）下は直ちに黄橙色砂質土あるいは岩盤の地山となる。地山加工痕跡や遣構、

遺物は検出されなかった。

第5トレンチ (Tr-5） ［第12図；図版15]
第3 • 4トレンチの位置する小尾根の一つ南西隣に同様に主稜線から派生した小尾根裾付近の傾斜変

換点に設定した4.9X0.9mのトレンチである。調査地は雑木林で、 トレンチ高所の標高は59.6m強であ

る。表土下に傾斜に沿って途中から自然堆積と見られる第3層（明黄褐色砂質土）が堆積し、その下が地

山となる部分と第2層直下が地山となる部分が認められる。しかしながら地山加工痕跡は認められず、

遺構・遣物も検出されなかった。

V おわりに

最後に、今回の調査結果について各遺跡ごとに簡単に触れることでまとめに代えたい。

1)内海中所在遺跡 1

調査の結果明瞭な遺構を確認したのは第5、15、16トレンチである。このうち調査地の北東端部丘陵

裾微高地上に設定した第 5トレンチでは拡張調査の結果、井戸状遺構・溝・ピットが地表面下1.7m程

度から検出された。出土遺物から古墳時代後期およびそれ以降のものと考えられるが遺構埋土中には弥

生土器片も見受けられ、付近に設定した第3、4トレンチからも遺構は確認されなかったものの、縄文

土器、弥生土器、土師器、須恵器、扇の骨や漆器等の木製品等が出土しており、この丘陵裾で小谷口付

近の微高地周辺にほかにも各時期の遺構の存在が予測される。また調査地の南西端部に設定した第15、

16トレンチでは、それぞれ溝状遺構が検出されたほか、第15トレンチでは遣構は確認されなかったもの

のこの遺構面以外に遺物が多く検出された土層面があり、部分的に二面の遺構面が存在する可能性がう

かがえる。出土遺物から時期は奈良•平安時代前半頃と考えられる。

なおその他のトレンチのうち、遺構・遺物ともに検出されなかった第10• 11トレンチを除くと、平野

部に設定したトレンチからは士器類とともに田下駄等の木製品が出土しており、各トレンチでは遺構は

確認されなかったもののこの大きな谷部のいずれかに水田遺構等の存在する可能性を示唆しているもの

と考えられる。

以上のように、今回の調査対象地は奥行き 2km以上にも上る谷の広い範囲ではあったが、この谷に面

した丘陵裾部で小谷D付近の微裔地周辺から遺構あるいは遺物が比較的集中して検出された。またその

前面の平野部（水田部）からは水田遺構に関連した遺物が検出されており、今後はこれらの点を考慮して

いく必要があると思われる。

2)岩吉遺跡

調査の結果遺構は検出されず、四含層遺物として土師器、須恵器、板材等が僅かに出土した。平成 7

年度に西南西約400mで行われた調査では古墳時代から奈良•平安時代の掘立柱建物・土坑•井戸・溝

状遺構・溜り状落ちこみ遣構・杭列等が検出されている。今回の調査で出土した遺物は僅かではあるが、

この平成 7年度の調査地と類似する可能性も考えられる。しかしながら限られた範囲での調査であり、

具体的な遺跡の把握には至らなかった。

3)桂見古墳群

調査は古墳等の存在確認に主眼をおいて 5ヶ所のトレンチを設定して実施した。調査の結果、当該の

遣構・遺物ともに確認できず、調査トレンチ周辺には古墳等の遺跡は存在しないものと考えられる。

- 16_ 



































平成 14 (2002)年度 市内遺跡 発掘調査トレンチ一覧表

調査遺跡名 トレンチ
面積

遣 構 遺 物 備 考
(rrf) 

内海中所在 12 弥生土器、土師器、

遺跡 1
Tr -1 

(4 X3) 須恵器

16 土師器、須恵器、土鍋、
II Tr -2 

(4 X4) 田下駄、流木

12 弥生土器、土師器、
II Tr -3 

(4 X 3) 須恵器、漆器、木製品

16 縄文土器、弥生土器、
II Tr -4 

(4 X4) 土師器、須恵器、土錘

井戸状遺構 弥生土器、土師器、須 遺構・遺物は拡張部出土の

20 溝状遺構 恵器、土鍋、土錘、鉄 ものを含む
II T r -5 

(5 X4) ピット 製品、石製品、柱材、木

製品

12 土師器、軽石、木製品
II Tr -6 

(4 X 3) 

16 トレンチ周辺から石庖丁を
II Tr -7 

(4X4) 表採

Tr -8 
16 

土師器II 
(4 X4) 

Tr -9 
12 

木製品II 
(4X3) 

T r -10 
10 

II 
(5 X2) 

Tr -11 
16 

II 
(4 X4) 

23. 52 須恵器、瓦質土器、木
II Tr -12 

(4. 9 X4. 8) 製品

25 土師器、須恵器、木製
II Tr ~13 

(5 X5) 品、流木

25 土師器、須恵器、磁器
II Tr -14 

(5 X 5) 

23. 7 土師器、須恵器、陶磁
II T r -15 (6 X 3. 95) 溝状遺構 益ロ口

23. 7 
溝状遣構

土師器、須恵器、瓦質
II Tr -16 

(6 X 3. 95) 土器、陶器

岩吉遣跡
12 土師器、須恵器、木製

T r -l 
(4 X3) 品

桂見古墳群 Tr -1 
4.9 
(4. 9Xl) 

II Tr -2 
4. 77 
(5.3X0.9) 

II Tr -3 
4.68 
(5.2X0.9) 

II Tr -4 
5.3 
(5.3Xl) 

II T r -5 
4.41 
(4.9X0.9) 
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ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 ゜
I ” ゜

I II 調査期間 (ni) 
調査原因

うつみなか とっとりし
35° 30'1911 134° 06'34" 20020408 

内； 中 鳥取市

髯遣属 l
うつみなか

31201 ＼ ＼ ＼ 278.92 ほ場整備内海中

35° 30'53" 134° 06'57" 20021115 

20020422 携帯電話基地局

い岩わ吉よし遺いせ跡き とっ取とり市しい岩わよし 35° 301 2911 134゚12'01" （｝ 
鉄塔施設整備

鳥古 31201 12.0 

20020424 

35° 29'1511 134゚ 10Il l” 20021002 

桂かつ見らみ古こふ墳ん群くん とっ取とり市しか桂つらみ （） ＼ ＼ 24.06 公共施設整備鳥見 31201 

35° 29'19" 134゚1011911 20021003 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な遺構 主な 遺物 特記事項

内海中 散布地 縄文、弥生、 古墳、 井戸状遣構、 縄文土器、弥生土器、 試掘調査として実施

所在遣跡1 奈良•平安 溝、ピット 土師器、須恵器、瓦質

土器、陶磁器、木製

品、石製品、土製品

岩吉遺跡 集落 古墳？～奈良•平安 須恵器、木製品 試掘調査として実施

桂見古墳群 古墳？ 試掘調査として実施
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